
 

 

 

 

 

 茨城県病害虫防除所では、令和６年４月５日付で病害虫速報 sokuhour6-1.pdf (pref.ibaraki.jp)を発表し、コム
ギ赤かび病の適期防除を呼びかけています。下記を参考にして適期に防除を行って下さい。 

 

① 3月下旬現在、農業研究所および病害虫防除所の調査圃場におけるコムギの予測出穂期、赤かび病の予測防除適期を表1に

示しました。 

② 4月4日発表の気象庁の気象予報によると、向こう1か月の気温は平年より高いと予想されている。今後の気温が平年より1～

2℃高く推移した場合、表1に記載した出穂期および防除適期は2～6日早まる可能性があります。 

③ 3月の低温により幼穂が凍害を受けた圃場では、不稔粒が発生することで赤かび病に感染しやすくなっているおそれがあります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1)「さとのそら」および「ゆめかおり」の出穂期は、農業研究所ホームページに掲載されている「麦類主要品種の主稈長による茎立ち 
期、幼穂長による出穂期予測法」の計算式を用いて予測した。各調査地点付近のアメダス観測所（日平均気温）は、予測計算日前日 
までの実測値および予測計算日以降の平年値を用いた。 

 2)「きぬの波」の出穂期は、「令和 5 年度茨城県主要農作物等奨励品種特性表」に基づき「さとのそら」と同日として 1)と同様に予測 
出穂期を算出した。 

 3)予測防除適期は、出穂期の 7～10 日後とした。 4)農研速報（3/18、3/29 発行）のデータを用いた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

令和6 年4 月10 日 営農News 

     コムギ赤かび病の適期防除について 

農機営農支援部 営農支援課  電話：029-291-1012  FAX：029-291-1040 

第 3131 号 

■ 農薬使用の際は、必ずラベル及び登録変更に関するチラシ等の記載内容を確認し、飛散に注意して使用して下さい。 

■ 営農 NEWS はＪＡ全農いばらきホームページでもご覧になれます。 

現在の状況 

表 1 コムギ（さとのそら、きぬの波、ゆめかおり）の予測出穂期による赤かび病の防除適期の予測（令和 6 年 3 月 29 日現在） 

1) 使用方法「無人航空機による散布」においては、希釈倍数等が表中の内容と異なるので十分注意する。 
2) トップジン M 水和剤と有効成分が同じであるトップジン M ゾルは、使用方法「無人航空機による散布」の適用がある。 
3) 殺菌剤耐性菌対策委員会（FRAC）により、殺菌剤の有効成分の作用機構を分類し、コード化したもの。 
（注）農薬を使用する際は、ラベルに記載されている使用基準、注意事項を必ず確認のうえ使用する。 

表 2 コムギ赤かび病に登録のある主な薬剤 （令和 6 年 3 月 27 日現在） 

https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/nosose/byobo/boujosidou/yosatsujoho/documents/sokuhour6-1.pdf

